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全国カルチャー講座一覧
2010/2月現在

〈東京池袋・池袋コミュニティ・カレッジ(池袋西武)〉

A.講座名：公開講座「佐渡と世阿弥伝説」
http://www.7cn.co.jp/cc/topics/index2.html
日 時：3/22 (月祝) 13:00～14:30
受講料：会員3,150円 一般3,780円
資料費：210円
問合：池袋コミュニティ・カレッジ 電話 03-5949-5486（代表）

■１日の公開講座。古くは順徳天皇・日蓮等が流された流刑の島、また金山として高名な佐渡島。能の大成者世阿弥も晩年、将
軍義教により配流されいくつもの伝説を残しました。流人＝文学＝能というキーワードで、佐渡の日本文化を探ります。
・講座概要
①足利政権と能の発展
②佐渡流人伝説と世阿弥の足跡
③「金島書」「禅竹宛書簡」に読む、晩年の世阿弥像

〈東京渋谷・東急セミナーBE〉

講座名：『世阿弥“能の花”の秘密』 ～能の感動を世阿弥秘伝書と舞台から解き明かす～
http://www.tokyu-be.jp/seminar/2010040001AH66601.html
日 時：4/6(火) 第一回スタート。毎月第1火曜日 13:00～14:30 
受講料：6か月 全6回 16,800円 入会金：3年会員5,250円
途中受講：可
問合：東急セミナーBE 渋谷校 電話 03－3477－6277

■秘すれば花なり―。世阿弥の名言です。多くの人に知られているにも関わらず、その本当の意味を知る人は案外少ないという。
なぜならば世阿弥の追い求めた能の“花”はただ一つなのに、その現れ方が何千、何万にも及ぶ多様で奥深い概念だからです。
世阿弥はその花を生涯追い求め、六十作を越える能の名曲と二十篇を越える秘伝書を残しました。当講座では代表的な秘伝書
を読み、能の名舞台をビデオで鑑賞しながら“花”の秘密を解き明かして行きます。豊富な資料を用いて初心者の方にもわかりや
すく、丁寧にポイントをレクチャーする6ヶ月コース。

カリキュラム:
第一回 4/6： 永遠の花の理論「風姿花伝」
第二回 5/18：舞い遊ぶ花。能「融」
第三回 6/1：花の実践「申楽談義」
第四回 7/6：巌に咲く花。能「恋の重荷」
第五回 8/3：花の奥伝「花鏡」
第六回 9/7：老い木の花。能「西行桜」

〈名古屋栄・中日文化センター〉

A.講座名：『能と物語文学・伝説』
～西行物語、景清、道成寺、羽衣伝説のルーツを能にたどる。
http://www.chunichi-culture.com/mgcgi/mgrqcgi.cgi?APPNAME=BunWeb&PRGNAME=kouza_para
日 時：4/1(木)第一回スタート。毎月第1木曜日（昼）1：00～2：30 

■「西行物語」「羽衣伝説」「安珍清姫伝説」などは、私たちにとって大変なじみ深い物語文学や伝承。それらがどのように能のス
トーリーに組み込まれ、展開され、演劇作品として命を与えられたのか？原作や元となる言い伝えをたどりながら、実際の能の舞
台表現をビデオやDVDで鑑賞、解説していきます。4月から始まる6ヵ月講座。

【カリキュラム】(各回講義予定)
第一回 4/1 西行物語(能 遊行柳／江口)
第二回 5/6 鉄輪伝説(陰陽道・牛の刻参り伝説)
第三回 6/3 景清物語(平家物語より)
第四回 7/1 羽衣伝説(日本と世界の天人降臨伝承)
第五回 8/5 邯鄲の枕伝説(能 邯鄲)
第六回 9/2 安珍清姫伝説(能 道成寺)

講師：水野聡 (能文社)
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〈名古屋栄・中日文化センター〉

B.講座名：『戦国武将と茶の湯』
～信長・秀吉の名物狩りと天下一茶頭の誕生。
http://www.chunichi-culture.com/mgcgi/mgrqcgi.cgi?APPNAME=BunWeb&PRGNAME=kouza_para
日 時：4/1(木)第一回スタート。毎月第1木曜日（夕）3：30～5：00

■安土桃山時代から江戸開府にかけて、天下人・戦国武将をとりこにした”茶の湯”。それは歴史の転換期に忽然とあらわれた、
日本を代表する生活総合文化です。信長「お茶の湯政道」、本能寺の変・大坂夏の陣を生き残った名物道具など、戦国茶の湯秘
話を茶書、史書を紐解きながら学んでいきます。4月から始まる6ヵ月講座。

【カリキュラム】(各回講義予定)
第一回 4/1 バサラ大名佐々木道誉と東山御物。
第二回 5/6 天下布武。織田信長のお茶の湯政道。
第三回 6/3 松永久秀「平蜘蛛」と「大友瓢箪」。
第四回 7/1 天下人秀吉と天下一茶頭千利休。
第五回 8/5 キリシタン大名と茶の湯。
第六回 9/2 数奇大名、細川幽斎・三斎父子。

※中日文化センター A～B共通
受講料：6ヵ月分 13,860円
※新規受講は別途入会金3,675円が必要となります。
問合／申込：名古屋・栄 中日文化センター 電話 0120-53-8164
Mail sakae-cc@chunichi-culture.com

〈東京千代田・ＮＰＯ日本文化体験交流塾 〉

講座名：2010年度通訳案内士研修講座 『禅と中世日本文化』
・第１回 「禅と能」
http://www.ijcee.com/class/culture/100325.html
日 時：３月２５日（木） １３時４５分～１６時
場 所：ちよだプラットフォーム・スクウェア５０４，５０５会議室（千代田区神田錦町３－２１）
受講料：会費3,300円（一般） 2,600円（ＮＰＯ法人日本文化体験交流塾会員）
問合：ＮＰＯ日本文化体験交流塾 事務局 E-mail info@ijcee.com

■日本が外来文化からの影響を脱し、独自の価値観・精神性・美意識を確立したのが、鎌倉から戦国期までの時代。以降、禅、
茶道、武士道、日本建築などが確立し、日本独自の文化として発展します。外国人に日本文化を的確に伝えるためには、こうした
文化の基礎を理解する必要があると考え、本年度は、日本文化塾を体系的に開催していきます。

・第１回 講義内容
１禅:「禅の歴史と日本の禅宗」、「禅の教え」、「禅と日本文化」
２能:「能の歴史」、「世阿弥とは」、「風姿花伝とは」

【禅と中世日本文化 全４回予定】
第１回 ３月２５日（木） 「禅と能」１３時４５分～１６時
第２回 ４月２０日（火） 「矢来能楽堂見学体験講座」１３時３０分から
第３回 ５月２８日(金) 「武士道と俳諧」１３時３０分から
第４回 ６月未定 「茶道、日本建築と庭」
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〈東京新橋・寺子屋 素読ノ会〉 ※言の葉庵オフィシャル講座

講座名：Aクラス『葉隠』(夜)
Bクラス『風姿花伝』(昼・夜)
Cクラス『奥の細道』(夜)
Dクラス『南方録』(昼・夜)

http://nobunsha.jp/img/terakoya%20annai.pdf

日 時：各クラス毎月一回以下の曜日・時間帯にて開講
Aクラス(夜)第一月 17：30～19：00
Bクラス(昼)第三水 13:00～14:30 (夜)第一月 19：30～21：00
Cクラス(夜)第四月 17：30～19：00
Dクラス(昼)第三水 15:00～16:30 (夜)第四月 19：30～21：00

受講料：各講座一回 1,500円
場所：生涯教育センター ばるーん(新橋)
問合：能文社 電話・FAX 044-844-2744(水野)
Mail mizuno@nobunsha.jp

■2009年2月からスタートした【言の葉庵】公式セミナー。千年の名著といわれる日本の古典を読み、学び、親しむ"大人の寺子屋
"です。各クラス指定作品を一冊完読。受講生による原文音読、講師による注解に加え、時代背景や他分野への日本文化の広が
りとつながりも学んでいきます。
武士道・茶道・禅・仏教・能・俳諧など、中世の偉人、達人の輝く智慧と精神性をたどり、現代を強く生き抜く力を身につけたいと思
います。2010年2月より新たに「昼間クラス」が開講となりました。予約・申込・入会金等一切不要。古典に親しみたいと思う方なら、
どなたでもご自由にご参加いただけます。


